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グリーンリース普及促進事業を活用した 

設備改修で省エネ兼BCPを提案 
図：一般社団法人全国LPガス協会HPより 



概要 
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所在地  

竣工   

構造  

階層  

 地下１階 

 １階  

 ２階 

 ３・４階 

 ５階  

 ６階  

 ７・８階
  

    

洋食レストラン  

喫茶・ミーティングルーム  

ウエディング関連の施設 

宴会場  

和・洋・中のレストラン  

チャペルとガーデンウェディング場  

倉庫  

    

所在地東京都八王子市  

竣工1960年  

構造鉄筋コンクリート  

階層地上８階・地下１階  



グリーンリース取り組みのきっかけ 
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●エネルギー省エネ診断 

図：クールネット東京HPより 



グリーンリース申請までの経緯 
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エアコンの更新時期 

     

助成金を活用して自家発電装置を導入の実績有り 

 

   自己資金でLED照明に取替 

 

       助成金「中小テナントビル省エネ改修効果見える化プロジェクト」を 

       活用した空調機の取替を実施   

     

             更に「グリーンリース」を活用して、空調機と温水機を取替  

    

◇延べ床面積  約7,400m2 ◇テナント様数  2社   

◇床面積     6,300m2  ◇床面積      1,100m2
      



省エネ機器選択の経緯 
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◇エアコン（空調機） 
 
   
  エアコン（空調機）   １（室外機） 対 １（室内機）方式  
  
                 １（室外機） 対 多数（室内機）方式 
    
 
  一次エネルギー    電気 
     
                エルピーガス  
   
 
  CP駆動方式      電気式モーター  
    
                ガスエンジン 

１  対  １ 

（室外機）：（室外機） 

   １  対 多数 

（室外機）：（室外機） 

図：ヤンマーエネルギーシステム（株）カタログより 



省エネ機器選択の経緯 
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◇給湯器 
 
  
  
 一次エネルギー    A重油  
  
               エルピーガス 
    
 
 給油方式        貯湯タンク内臓循環式     
     
               瞬間湯沸かし型 ５０号給湯機３台の循環式  
    



グリーンリース料金の取り決め 
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●原因   

総電力消費量（ｋｈｗ）ではなく、支払い総金額で比較してしまった  

更新前と更新後の電力料金単価の違い 

更新後は空調状況が良くなり、使用時間が伸びた 

 

 

 

●料金決定の改善案   

グリーンリース料を固定にして次の計算方法で取り決めしました 



グリーンリース料金の取り決め 
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●算出方法 
 
①前年度の電力基準単価を決める  
  
②その単価に前年度分使用量を掛け合計金額を出す 
   
③今年度分も同じ単価で計算して合計金額を出す 
   
④ガス料金も同じ方式で計算する 
   
⑤電気・ガスの合計金額を出し、差額を計算する 
   
⑥差額の一定割合をグリーンリース料として決める  
  
⑦グリーンリース料は毎年計算して出すのが大変なので固定金額とする 
 
⑧固定金額を毎月均等に支払う  
  
⑨事業報告の観点から、請求書・領収書をそれぞれ発行する   



グリーンリース料金の取り決め 
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●契約期間    １０年以上の長期   

     

長期間の理由 

   

テナントが長期間入居していること 

 

オーナーとテナントで協力して継続的に契約出来る要素があること 

 

八王子の象徴的な存在で取組を率先して継続的に行っていくことが大切であること 

 

 

①各種の団体の会合場所として定着していて、同施設が支持されていること 

 

②東日本大震災時に帰宅困難者の施設として開放したこと 

   

③八王子市と災害時の帰宅困難者受入施設として指定を受けていること 



弊社の今後の取り組み 
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社名  株式会社 日本エネルギー  

 

住所  東京都八王子市左入町７００番地の１ 

  

取扱品目 エルピーガスおよび関連機器 

  

  災害時BCP対策の機器  

 

その他  中核充填所指定事業所  

 



災害時・ＢＣＰを考えた４点の設備をご提案 
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①災害対応エルピーガスタンクと非常用ガス発電機 

 

   

②エルピーガス仕様給湯機  

 

  

③エルピーガス仕様エアコン 

 

   

④都市ガスの燃焼機器が使えるジェネレータ（ガス変換器）  



災害対応エルピーガスタンクと非常用ガス発電機 
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図：パーパス（株） パンフレットより 



エルピーガス給湯機 
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マルチシステムの特徴 

■親機・子機の区別を必要としない 

安全給湯のローテーション運転 

■もう1台がすぐにバックアップ運転 

■負荷に応じた台数運転 

■省スペース設置が可能 

■ボイラーの専門管理者が不要 

マルチ給湯機は瞬間湯沸かし器です。ボイラー取り

扱い資格者が不要ですから管理の手間や費用が低

減できます。 

１台の給湯機に負担が

かからないよう、燃焼

回数または燃焼の累

積時間に応じてローテ

ーション運転を行いま

す 

万が一、１台が故障し

ても他の給湯機が稼働

（バックアップ）しますの

でお湯切れの心配が

ありません。（給湯能力

はダウンします） 

使用する湯量に応じて燃焼、給湯する台数が増

減します。（貯湯槽併用の場合は、異なります） 

壁掛け設置、専用掛け台

を使った両側、片側と多彩

な設置形態に対応します。

ボイラーと比べて小型・軽

量なので、省スペースとな

り屋上設置の場合でも、建

物躯体に負担をかけませ

ん。 

※システムの設置時は、掛け台セットの寸法を確認し、搬

入路・エレベーターなどの広さを確認してください。 

図：パーパス（株）カタログより 



エルピーガス仕様エアコン 

14 図：パナソニック産機システム（株）カタログより 



都市ガスの燃焼機器が使えるジェネレータ（ガス変換器） 
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図：I・T・O（株） カタログより 



株式会社 日本エネルギー 
〒192-0012 東京都八王子市左入町700番地の1 TEL042-691-3311 FAX042-691-6130 

ご清聴ありがとうございました 


